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シリーズチャペル＜経済と人間＞

1
．
二
つ
の
世
界
大
戦
と
「
東
西
冷
戦
」

　

二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
て
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン

の
向
こ
う
に
は
ソ
ビ
エ
ト
を
中
心
と
す
る
社
会

主
義
陣
営
が
、
大
西
洋
の
向
こ
う
に
は
超
大
国

に
成
長
し
た
ア
メ
リ
カ
が
控
え
る
「
東
西
冷
戦
」

が
勃
発
し
た
。
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
大
半

は
ソ
連
陣
営
に
組
み
込
ま
れ
、
東
側
諸
国
と
な
っ

た
。西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」

構
想
を
唱
え
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
統
合
さ

せ
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
九
四
八
年
に
は
国
際
機
関
で
あ
る
欧
州
運
動

が
設
立
さ
れ
、
レ
テ
ィ
ン
ゲ
ル
の
指
揮
で
ロ
ン

ド
ン
と
パ
リ
に
事
務
局
が
置
か
れ
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
外
務
大
臣
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、

一
九
五
〇
年
に
「
シ
ュ
ー
マ
ン
宣
言
」
を
発
し
、

そ
の
中
で
経
済
と
軍
事
に
お
け
る
重
要
資
源
の

共
同
管
理
構
想
を
掲
げ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安

定
と
経
済
の
発
展
を
図
っ
た
シ
ュ
ー
マ
ン
の
構

想
を
基
礎
に
し
て
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
設
立

条
約
が
策
定
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
欧
州
石
炭

鉄
鋼
共
同
体
が
設
立
さ
れ
た
。

2
．
欧
州
の
三
共
同
体

　

欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
が
設
立
さ
れ
後
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
統
合
の
効
果
と
そ
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
七

年
に
は
経
済
分
野
で
の
統
合
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
の
共
同
管
理
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
二
つ
の

ロ
ー
マ
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
一
日

に
欧
州
経
済
共
同
体
と
欧
州
原
子
力
共
同
体
が

発
足
し
た
。
当
初
こ
れ
ら
三
共
同
体
は
個
別
の

機
関
・
枠
組
み
で
活
動
し
て
い
た
が
、
一
つ
の

運
営
機
関
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
効
率
的
に

進
め
る
べ
く
、
一
九
六
五
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
六
七

年
に
欧
州
諸
共
同
体
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
の

中
に
三
つ
の
共
同
体
を
お
く
こ
と
で
統
合
の
深

化
が
図
ら
れ
た
。

3
．�

経
済
通
貨
同
盟
と
ユ
ー
ロ
の
登
場

　

十
年
以
上
の
準
備
期
間
を
経
て
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
加
盟
国
中
十
二
カ
国
が
二
〇
〇
二

年
一
月
一
日
に
自
国
の
通
貨
を
永
久
に
放
棄

し
、新
し
い
単
一
通
貨「
ユ
ー
ロ
」を
採
用
し
た
。

そ
の
通
貨
が
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
一

月
に
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
二
〇
〇
八
年
一
月
に

は
キ
プ
ロ
ス
と
マ
ル
タ
、
二
〇
〇
九
年
一
月
に

は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
一
月

に
は
エ
ス
ト
ニ
ア
も
ユ
ー
ロ
を
採
用
し
、
ユ
ー

ロ
圏
は
計
十
七
カ
国
に
拡
大
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
に
一
、三
三
〇
億
ユ
ー

ロ
相
当
の
ユ
ー
ロ
紙
幣
が
流
通
し
始
め
た
。
そ

の
二
ヵ
月
後
の
三
月
一
日
に
は
、
十
二
カ
国
で

二
、
四
二
〇
億
ユ
ー
ロ
相
当
の
紙
幣
が
、

二
〇
〇
五
年
末
に
は
五
、六
五
〇
億
ユ
ー
ロ
相
当

の
ユ
ー
ロ
紙
幣
と
一
六
〇
億
六
、四
〇
〇
万
ユ
ー

ロ
相
当
の
ユ
ー
ロ
硬
貨
が
流
通
し
て
い
た
。
こ

の
切
り
替
え
で
影
響
を
受
け
た
人
々
の
数
は

三
億
人
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
規

模
の
貨
幣
の
切
り
替
え
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は

歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

4
．�「
ユ
ー
ロ
危
機
」：
欧
州
統
合
の
経
済
的
条

件
と
政
治
的
意
思

　

第
二
次
大
戦
後
、
約
半
世
紀
を
か
け
て
紆
余

曲
折
を
経
な
が
ら
も
着
実
に
欧
州
連
合
へ
と
進

展
し
て
い
っ
た
の
は
、
参
加
国
の
経
済
的
条
件

が
満
た
さ
れ
こ
と
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
二
つ
の
大
戦
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い

で
、
欧
州
を
平
和
な
欧
州
に
統
合
す
る
と
い
う

欧
州
の
政
治
家
の
強
い
政
治
的
意
思
に
基
づ
く

と
言
え
る
。
各
国
の
産
業
構
造
や
競
争
力
、
経

済
成
長
力
な
ど
の
点
で
は
経
済
的
均
質
性
を
達

成
し
え
な
い
段
階
で
、
言
い
換
え
れ
ば
「
最
適

通
貨
圏
」
の
成
功
の
た
め
の
諸
条
件
を
満
た
さ

な
い
段
階
に
お
け
る
統
合
は
、
欧
州
の
主
導
的

政
治
家
に
よ
る
統
合
へ
の
強
い
政
治
的
意
思
に

よ
っ
て
成
立
し
た
。
こ
の
欧
州
連
合
に
は
、
地

域
内
不
均
衡
（regional im

balance

）
を
内
包

し
た
状
態
で
の
単
一
市
場
の
形
成
を
優
先
さ
せ

た
。
そ
の
た
め
加
盟
国
間
の
経
済
格
差
は
統
合

の
後
、
一
層
拡
大
す
る
事
態
が
発
生
し
た
。
こ

の
よ
う
な
地
域
内
不
均
衡
を
是
正
し
、
経
済
的

均
質
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
競
争
力
や
経
済

成
長
力
で
優
位
に
あ
る
地
域
か
ら
、
こ
れ
ら
の

点
で
劣
位
に
あ
る
地
域
へ
の
「
財
政
移
転
」、
あ

る
い
は
欧
州
連
合
内
の
「
第
二
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
」
に
よ
る
経
済
支
援
の
実
施
が
「
ユ
ー
ロ

危
機
」
の
根
本
的
な
解
決
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
代
議
制
民
主
主
義
制
度
で

は
各
国
の
政
治
家
（
特
に
、
政
府
）
は
自
国
の

選
挙
民
の
価
値
観
（『
民
意
』）
か
ら
自
由
か
つ

独
立
的
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し

そ
う
す
れ
ば
、
次
の
選
挙
で
敗
れ
、
政
権
の
座

か
ら
落
ち
て
し
ま
う
宿
命
に
あ
る
。
こ
の
民
主

主
義
の
制
約
を
克
服
し
、
自
国
の
税
金
を
他
国

へ
の
財
政
移
転
に
振
り
向
け
る
よ
う
に
自
国
の

選
挙
民
を
説
得
す
る
指
導
力
を
備
え
た
政
治
家

の
登
場
と
成
熟
し
た
選
挙
民
の
出
現
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
の
「
ア
リ
と
キ

リ
ギ
リ
ス
」
の
寓
話
と
は
異
な
り
、
ア
リ
（
ド

イ
ツ
等
の
経
済
力
の
強
い
北
部
欧
州
）
は
キ
リ

ギ
リ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
等
の
経
済
力
が
弱
い
南
部

欧
州
）
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
支
援
が
キ
リ
ギ
リ

ス
の
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
を
引
き
起
こ
さ
な

い
形
で
実
行
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の

地
域
内
不
均
衡
や
経
済
格
差
と
い
う「
弱
さ
」（
難

問
）
を
解
決
す
る
こ
と
が
「
ユ
ー
ロ
危
機
の
解

決
」
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
。

　

ユ
ー
ロ
地
域
が
、
こ
の
「
弱
さ
」
を
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
わ
め
て
強
い
欧
州
統

合
が
確
立
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
と
と

も
に
「
世
界
の
平
和
的
共
存
」
に
大
き
な
貢
献

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

■

聖
句
： 『
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
、
第
12

章
７
節
ｂ
〜
10
節

讃
美
歌
：
第
Ⅱ
編
１
番
（
こ
こ
ろ
を
高
く
あ
げ

よ
う
）

春
井
久
志
　
教
授
（
国
際
金
融
論
・
中
央
銀
行
論
専
攻
）

「
ユ
ー
ロ
危
機
」の
行
方

│「
力
は
弱
さ
の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」（
９
節
）│
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